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９月13日投開票で行われた山形市長選挙は、連合山形が推薦する無所属新人の梅津ようせい氏（民主・社民・共
産・生活推薦）が、同じく無所属新人の佐藤孝弘氏（自民・公明・次世代・改革推薦）に１７７３票の得票差で惜敗し、
約５０年続いた非自民系市政に終止符が打たれました。

梅津ようせい氏は、約３か月半の闘いの中で、「地方創生の波の中で、山形が山形らしく、平和の価値を重んじ、
自立した地域として地に足のついた歩みを続けていかなければならない。オール山形でみんなの未来を一緒に創って
いこう」と訴え続けてきました。しかし、５月末に出馬表明と大きく出遅れての闘い。善戦及ばず追い上げもう１歩
という悔しい結果となりました。

選挙期間中、国会では、安保法案が強行採決されようとし、多くの国民が反対の声をあげ、平和を願うデモに大勢
押し寄せていました。憲法９条がないがしろにされるという今後の日本の将来がかかる状況の中で、梅津氏は安保法
案反対を掲げ、「中央の指示や一人の政治家の力でではなく、『市民の手』で創り上げる市政を実現するため、ふるさ

とを愛し、平和を思う山形の『心』を全国に示そ
う」と走り続けました。

相手陣営が安保法案については言及せずにこれ
までの市政を批判。五輪担当相が連日張り付き、
企業・団体への締め付けを強化。これまでの市政
の批判を続けました。今後、市民の声が届く市政
を行うのか、中央の声ばかりが届く市政になるの
か注視しなければなりません。

【山形市長選挙結果】　投票率　56.94%
　　梅津ようせい　（無所属新：民主・社民・共産・生活推薦）	 ５４，５９６
　　佐藤　孝弘　　（無所属新：自民・公明・次世代・改革推薦）	 ５６，３６９	 当選
　　五十嵐右二　　（無所属新）　　　　　　　　　　　　　	 ３，７３７

山形市長選挙―
� 梅津氏追い上げ叶わず

敗戦の弁を語る梅津ようせい氏

連合山形　第28回定期大会
と　き　　2015年11月５日（木）　10：30開会
ところ　　大手門パルズ　３階「霞城」
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【新庄市長選挙】投票率65.97%
　任期満了に伴う新庄市長選挙は１３日投票が行われ、
連合山形が支持した無所属新人の山形大大学院教授渡
部泰山氏（６５）が敗れ、無所属現職の山尾順紀氏
（６３）＝自民・公明推薦＝が、３選を果たしました。
　　渡部　泰山（無所属新）　� 　７，７１２　　　
　　山尾　順紀（無所属現：自民・公明推薦）
� １２，０７９　当選

【酒田市長選挙】投票率59.57%
　現職の死去に伴う酒田市長選挙は６日投開票が行われ、
連合山形支持の元民主党衆院議員和嶋未希氏（４３）が敗
れ、前副市長丸山至氏（６１）＝自民・公明推薦＝が初当
選しました。
　　和嶋　未希（無所属新）　� 　　２３，８４５　　　
　　丸山　　至（無所属新：自民・公明推薦）
� ２８，８４３　当選

８月２０日大手門パルズにおいて、第１部「労働者保護ルール改
悪」「安全保障関連法案強行採決断固反対」決起集会ならびに第
２部「梅津ようせい」必勝　連合山形総決起集会が３００名の参加
のもと開催されました。

岡田新一連合山形会長代行は、「安倍政権は数の力を利用し
様々な法案を改悪しようとしている。労働者保護ルールと安全保
障関連法案の改悪である。」として、これらの暴走を世論喚起す
る運動に広げ、阻止しなければならないとし、そのためにも、山
形市長選挙では、梅津ようせいさんを絶対に当選させようと訴え
ました。民主党山形県連幹事長吉村県議会議員、社民党山形県連
副代表広谷県議会議員よりあいさつを受け、第２部の「梅津ようせい必勝」連合山形総決起集会では、山形市職労小
関さん、自治労林さん、電機連合井上さん、連合山形女性委員会木口さんより、構成組織からの力強い決意表明の後、
梅津ようせいさんより３つの公約と、地方から安倍政権の暴走を阻止するため、この市長選へ望む強い思いが語られ
ました。

森連合山形事務局長より行動提起された後、細谷連合山形副会長を中心に、登壇した県議、市議団とともに「梅津
ようせい必勝」ガンバローコールで締めくくりました。

山形県の最低賃金を決める山形地方最低賃金審議会は、９月７日、今年
度の山形県の最低賃金を一時間あたり６９６円とし、昨年度より１６円引き上
げることを決定しました。新しい最低賃金は２０１５年１０月１６日より改訂され、
これより低い賃金は法律違反となります。

2008年７月１日より、新しい最低賃金法が施行され、地域別最低賃金は
生活保護の水準を上回ることが明確となりました。また、派遣労働者には、
派遣先の最低賃金が適用されることになることや、最低賃金未満の賃金を

支払った使用者に対する罰則が厳しくなるなど、改正されています。
「最低賃金以下の賃金で働いている」「通勤手当や精勤手当を含め

て最低賃金以上だから問題ないと言われている」などと、最賃に関
する労働相談が後を絶ちません。家族の方の時間給もチェックしま
しょう。

酒田市長選挙、新庄市長選挙
連合山形支持候補者、ともに敗れる

8.20 連合山形総決起集会に300名が結集

山形県の最低賃金

１時間　696円（+16円）
発効日　2015年10月16日

「労働者保護ルール改悪」「安全保障関連法案強行採決」断固反対！「梅津ようせい必勝！」

山形県の最低賃金が16円引き上げられました!
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７月２９日（水）、大手門パルズにおいて２０１５連合山形「公開講
座」が開催され、ＮＰＯ法人ローカル・グランドデザイン理事の坂
本誠氏が講演しました。講演内容は、現在、国と地方の課題として
大きな焦点となっている「人口減少問題」と「地方創生」を考える
ための視点として、「地方創生」の課題と方向性について具体的な
事例や山形県の統計を示しながら講演され、「地域再生の出発点と
して、まず地域に対する愛着と責任を住民同士が共有する作業を始
めることが大切」などと話されました。坂本誠氏は、高知県生まれ。
農山村地域の持続発展策、道州制・市町村合併・地方自治組織など

地方自治制度に関する研究を行っています。
この連合山形「公開講座」は、毎年行われている組合員向け養成講座「ユニオンリーダー養成講座（２０１５年度より

「活動家養成講座」から改称）の一環として開催されました。

「労働組合運動の今後の方向について理解を深め、また、組
合活動の実践に役立つ知識を得ることによって、連合、組合活
動強化に結びつける。各構成組織間の情報の交換や交流により、
幅広い視野を持ち、企画実践に向けた力を養った人材を育成す
る。」ことを目的とし、２００６年から開催されている「活動家養
成講座」。今年度から、名称を「ユニオンリーダー養成講座」
と改称しての開催となりました。これまで同様、連合山形 と
連合山形シンクタンクの（一社）山形県経済社会研究所との共
催です。
【日程】

講座日 時　間 講義内容

７月29日（水） 18：00～19：30
公開講座

「人口減少問題にいまなすべきこと」
� NPO法人ローカル・グランドデザイン理事　坂本　誠

８月１日（土）

10：30～12：00 「労働時間・休日、賃金 ― 働くルール」
� 特定社会保険労務士　若木義寛

13：00～14：20 「非正社員増大の実態と背景」
� 山形大学人文学部准教授　戸室健作

14：30～15：50 「魅力ある労働組合にするには」ディスカッション
� コーディネート　連合山形　柏木　実

16：00～17：20 「働くということー現代の労働組合を考える」
� 日本女子大学名誉教授　高木郁朗

17：30～19：30 修了式・懇親会

【受講者】
梅田正明（電力総連）、井上真（情報労連）、佐々木潤（情報労連）、伊藤栄博（交通労連）、高橋康輔（山形地協）、

逸見研（県教組）、齋藤正好（ＵＡゼンセン）

～「地方創生」の課題と方向性について講演～
ＮＰＯローカル・グランドデザイン　坂本誠理事

連合山形 「公開講座」

連合山形「ユニオンリーダー養成講座」を開催



連合山形ニュース

（4）

8月28日（金）～29日（土）、連合山形青年委員会は、朝日町のAsahi自然観を会場に「2015青年交流集会」を開催
しました。「学習と交流」を柱に、毎年、青年交流集会を開催しており、県内各地の青年・女性労働者から多数参加
者を集い、各職場の現状を交換・共有し、親睦を深めています。職種や所属組合を超え、同じ働く仲間として話し合
い、体験しあう中で、「自分の置かれている立場や現状を知り、あらためて労働組合の必要性や重要性を感じ、団結
しなければいけないと感じる」との感想をいただいています。

今年度の学習テーマは、「私たちの職場あったかいんだから～♪？～交流から生活・職場をみつめよう～」として、
６グループに分かれて分散会を行い、各職場においての現状や課題などについて話し合いました。

翌日は、体験学習として「リース作り」を行い、それぞれ個性的なリースが出来上がりました。

９月４日、山形県高齢・退職者連合（山形県高退連）
と連合山形の共催による「2015年山形県高齢者集会」が
山形市大手門パルズで開催され、約180名が参加し「安
心して暮らせる社会実現に向けて全国の仲間と共に運動
を進める」などの集会基調を確認しました。また、日本
退職者連合の阿部保吉会長より「戦後70年を振り返る」
と題して、自らの戦争体験を通しての「平和のありがた
さ」や現在の安倍政権がすすめる「安保法案」への危険
などについて講演されました。

この集会は、９月15日に日本退職者連合が開催する
「全国高齢者集会」に先立って行われ、伊藤会長はじめ
８名が参加することが紹介されました。

８月１９日、山形市あこや会館にて「山形県と山形県高
齢・退職者連合との懇談会」が開催され、８月３日に提
出した「山形県における高齢者施策について」「卒原発
の推進について」「国に対しての意見反映について」「地
域医療体制の充実について」「介護保険制度について」
の５つの大項目からなる要請書について、担当所管から
回答・説明してもらい意見交換を行いました。

懇談会には吉村美栄子知事も出席され、県としての考
えについて丁寧に説明されました。

出席者からは、「安心して地域で医療を受けられるよ
うにしてほしい」など、地域医療体制の充実について多
くの意見が出されました。

連合山形青年委員会「2015青年交流集会」を開催

2015「山形県高齢者集会」
180名が参加

高退連が山形県との
懇談会を開催
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平和行動in広島（８月４日～６日）

広島平和行動に参加して
「微力だけど無力じゃない」高校生平和大使の報告の言

葉が耳に残っている。戦後７０年、次世代への運動の継承が
強く求められていた。

広島の原爆では８月６日一日で１４万人の人が熱波とその
後の火災で亡くなった。「原爆が落ちると昼が夜になり人
はお化けになる」といわれる。「地獄」と被爆体験者は証
言していた。

今世界には約１６，０００発の核弾頭が存在している。今年の
核拡散防止条約の会議では核保有国と非保有国の意見の相
違があり最終合意文書が採択されず閉会という残念な結果
に終わった。核兵器使用をちらつかせる国もあるし、テロ
での使用も懸念される。核戦争の脅威は今ここにある。「人の命が一番大事。それを取り合う戦争はもってのほか。
多くの命を奪う原爆はもってのほか。あきらめてはいけない。みんなで手をつないで核兵器廃絶、戦争のない世界
を」と訴える９０歳の坪井さんの思いが胸に突き刺さる。

平和行動から戻った翌日職場の仲間と集まる場があり広島に行ってきたことを伝えた。テレビでも原爆投下当日の
２枚の写真と被爆者の証言の特集がされていたので、あの写真に写っている人から講演してもらったといったら「ん
だな・んだな」「あの番組ずーっと見続けてしまった」と話題になった。私にはそんなことぐらいしかできません。
でも、３０年後、戦後１００年の節目の集会のときに「最後の一発の核弾頭が解体されました」というニュースが聴かれ
るように地域の中で活動していきたいと思います。� 連合山形鶴岡田川地域協議会　上野利明

平和行動in長崎（８月８日～１０日）

長崎平和行動に参加して
８月８日から３日間、平和行動in長崎に参加させ

て頂きました。今から７０年前の８月９日午前11時２
分、一発の原子爆弾により、長崎の街は一瞬で廃墟
と化した。

８日開催した、連合2015平和ナガサキ集会は全国
から連合の仲間が集い、ナガサキからの平和アピー
ルを宣言した。９日「被爆70周年長崎原爆慰霊平和
祈念式典」で長崎市長が長崎平和宣言のなかで、
「世界中の皆さん、７０年前、原子雲の下で何があっ
たのか、長崎や広島を訪れて確かめてください。被
爆者が、単なる被害者としてではなく、“人類の一
員”として、今も懸命に伝えようとしていることを

感じとってください。」と言われた言葉が本当に今集会に参加させて頂き原爆のおそろしさをまざまざと感じさせら
れました。日本人なら誰もが一度は長崎、広島を訪れて核兵器・戦争の悲惨さを知らなきゃいけないと気付かされた、
平和行動in長崎でした。� 連合山形鶴岡田川地域協議会　渋谷広之

2015
連合平和行動

連合の２０１５平和行動は、７月の「平和行動in沖縄」に
続き、広島、長崎、根室と行われ、連合山形からも多く
の組合員が参加しました。
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山形労働局は、１１月を「過労死等防止啓発月間」
として「過重労働解消キャンペーン」を実施し、１１
月７日（土）には、集中ダイヤル相談を行う予定で
す。これは、長時間労働の削減等過重労働解消に向
けた集中的な周知・啓発などを行うものです。山形
労働局ではこのキャンペーンに先立ち、９月３０日に
一般社団法人山形県経営者協会をはじめ、他、経営
４団体（山形県中小企業団体中央会、山形県商工会
議所連合会、山形県商工会連合会、山形県労働基準
協会連合会）、そして連合山形に対し、長時間労働
削減をはじめとする「働き方改革」に向けた取組の
要請を行っています。

連合山形にも、過労死につながる過重労働や残業
代不払いの相談が寄せられています。労使共に、
しっかりと過重労働解消の取り組みを意識し、ワー
ク・ライフ・バランス実現に向けた働き方にしてい
きましょう。

11月は「過重労働
解消キャンペーン」

期間です！



平和行動in根室（８月８日～１０日）

連合山形派遣団の一員として
この雨は元島民たちの「怒り」、あるいは「哀し

みの涙」なのではなかろうか。
これは、平和ノサップ集会での児玉氏の挨拶冒頭

の言葉です。この言葉を聞いたときは、目尻の奥か
ら込みあがってくる熱いものを感じました。元島民
の方の苦悩、支援している方の思いがひしひしと伝
わってきました。いま、北方四島は、ロシアにより
強行で開発が進められており、環境問題も深刻化し
ています。元島民のみなさんが戻りたい、「自然豊
かな故郷」が変えられてしまっているのです。

領土問題は国同士の話し合いで解決していくもの
ですが、政府や一部の人が頑張るだけでは進展が図
れないと思います。一人ひとりが同じ目的のため、
力を合わせることが重要だと思います。日本固有の領土である北方四島の一括返還の実現、日ロ平和条約の締結を成
し遂げるために、わたしもできる事から取り組んでいこうと思います。

「祈りの火」に込められた思いが成し遂げられ、平和的に消せるその日まで
� 東北電力労働組合　米沢支部　佐藤憲一
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今年度で４年目となる、２０１５年度「山形大学寄附講座」が１０月９日より開講
されました。この寄付講座は、学生が労働現場の現状と働くうえでの課題を具
体的に理解し、その課題解決に向けて考える姿勢を培うため、連合山形と山形
大学との連携により、「労働と生活」をテーマとして開設するもので、第２回
講座より、第１３回講座まで、連合山形・労働福祉団体等より講師を派遣し講義
を行います。

この日の受講生は１０２名で、「ブラック企業の見抜き方、就職時に注意すべき
点を知りたい」「残業代ゼロ法案とは何？」など、将来就職するにあたって知
識を得たいという感想が寄せられました。各講師の講義内容は、連合山形ホー
ムページ「連合山形寄附講座」に掲載されます。

2015年度「連合山形寄付講座」―山形大学で講義

「労働組合の今日的役割」につい
て講義する岡田連合山形会長代行

2015年度後期
回　数 月　日 テーマ　 要　点 講　義　の　概　要 担　当 所属・役職

第１回 10月1日
（木）

労働組合
とは何か

オリエンテーション
本講義を受講するにあたり、必要と思われる労働組合や労働者福
祉運動に関する基礎的な知識を解説する。（ナショナルセンター、
産別、単組、春闘、ストライキ、労金、全労済、協同組合など）

戸室　健作

第２回 10月8日
（木）

労働組合の今日的役
割

連合山形が何故「寄付講座」を開設することにいたったのか、そ
の趣旨について説明しながら、労働組合の今日的な役割について、
総括的に学んで欲しいことを話していただく。 岡田　新一 連合山形　会長代行

第３回 10月22日
（木）

職場の課
題とその
取り組み

働く現場で何が起こ
っているのか

今、働く職場で何が起きているのか。連合山形に寄せられる労働
相談から見えてくるもの。職場の現状や労働相談に対する具体的
対処・対応策などについて、具体例をあげながら労働組合の意義
や役割について話していただく。

柏木　実 連合山形　組織広報部長

第４回 10月29日
（木） 賃金と処遇の改善

労働生活にとって賃金制度や賃金水準は重要な問題である。労働
組合は、これらについてどのように考えており、賃金の維持・向
上にどのように取り組んでいるのかを、春闘、最低賃金制度に対
する取り組みも併せて説明いただく。

角谷　俊一 連合山形　副会長
UAゼンセン山形県支部支部長

第５回 11月5日
（木） 公務労働者の現状

労働基本権が制約されている中での公務労働者の組合活動はどの
ように行われているのか。公務職場の現状と諸課題への対応につ
いて解説していただく。

佐藤　茂雄 自治労山形県本部自治研部長

第６回 11月12日
（木） 職場の中の青年運動

近年卒業後３年以内の離職率が高校が４割、大学が３割と言われ
る中で、青年たちはどのような問題意識を持って働いているのか、
学生の質問に答える形で話していただく。

谷口　拓平 連合山形　青年委員会

第７回 11月26日
（木）

雇用、非正規労働者
の処遇改善

組織率低迷の要因をどのように捉えているのか、また、その克服
のため具体的に何をめざしているのか、実践的な事例に基づいて
紹介していただく。（非正規労働者の拡大と、組織化の課題を含む）

設樂　正 連合山形　副会長
情報労連山形県協議会　議長

第８回 12月3日
（木）

労働時間、ワークル
ールの確立

無用な長時間労働の撲滅、労働時間の二極化への対応、雇用と生
活を守るための適正な労働時間の執行を目指し、特徴的な取り組
みをしている職場の事例、労働組合の考え方を伝えていただく。

伊藤　学 連合山形　副会長
JP労組山形連絡協議会　議長

第９回 12月10日
（木）

雇用・政策実現の取
り組み

労働組合の雇用をはじめとした政策実現活動が具体的にどのよう
に行われているのかを説明していただく。 水戸　吉一 連合山形　副会長

交通労連山形県支部　副委員長

第10回 12月17日
（木）

男女平等社会とワー
ク・ライフ・バラン
ス

募集・採用から昇進・昇格、配転、退職等の場面ごとに労働組合
は経営側とどのような交渉を行い、何を決めているのか。特に、
男女とも仕事と生活の調和の実現をめざす取り組み（仕事と育
児・介護の両立支　援、均等待遇）に重点をおいて説明していた
だく。

大沼　香絵
斉藤奈緒子 連合山形　女性委員会

第11回 12月24日
（木）

協同組合
とは何か
協同組合
の取り組
み

協同組合の意義、現
状と課題

地域における労働者自主福祉運動として、誰が何を行っているの
か、とくに、協同組合の歴史と考え方、その意義と役割など紹介
していただく。福祉事業団体の事業・活動についても触れていた
だく。

鈴木　正弘 （一社）山形県労福協
　専務理事

第12回 1月14日
（木）

共済活動、たすけあ
いの現状と課題

労働者自主福祉事業団体の現状と課題を中心に説明し、それぞれ
の誕生の歴史や理念とするもの、地域との関わりや安心・共生の
社会づくりについて提起していただく。

大泉　敏男 （一社）山形県労福協
労働金庫山形県本部長

熊澤　年啓 （一社）山形県労福協
全労済山形県本部長

第13回 1月21日
（木）

生協活動、協同組合
の現状と課題

協同組合の運動の現状と課題を中心に説明し、それぞれの誕生の
歴史や理念とするもの、地域との関わりや安心・共生の社会づく
りについて提起していただく。

大友　廣和 （一社）山形県労福協　理事
山形県生活協同組合連合会　専務理事

浅井　康之 山形県農業協同組合中央会
（ＪＡ山形中央会）教育部長

第14回 1月28日
（木）

連合のめ
ざす社会

働くことを軸とする
安心社会の実現に向
けて

ゲストスピーカーから、連合が目指す社会「働くことを軸とする
安心社会」の実現の取り組みについて提起していただく。ナショ
ナルセンターがめざす社会像とその実現に向けた労働組合の役割
と課題について話していただく。

連合本部

第15回 2月4日
（木） まとめ 戸村　健作
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全 労 済 山 形 県 本 部
（山形県勤労者共済生活協同組合）
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